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降誕後第１主日     神を見ることとそれから学ぶこと        ２０２１．１２．２６． 

  

今日の福音書は、降誕日の福音書の箇所を含んで、それに続けてヨハネによる福音書の１章１８節まで

続いています。どうして、降誕日の福音書にその続きの部分を加えて読ませるのでしょうか？ 

 

私なりに考えたのですが、１４節までは、神様と共にいた言である御子が、赤ちゃんのイエス様として

この世に肉体をとって生まれた、という事実を語っているのでしょう。 

 

そして、降誕日の後にくる日曜日は、言が肉体を取って生まれたことの意味を、福音書の読み手に知ら

せたい、ということだと思います。 

 

今日の福音書で加えられた箇所には、ヨハネが登場して、自分よりも優れたイエス様が来られることを

証したことも書かれていますが、大切なのは１７節と１８節でしょう。 

 

「律法はモーセを通して与えられたが、恵みと真理は、イエス・キリストを通して与えられた」という

ことが１７節。旧約と新約の違いを述べているわけです。 

 

律法というのは、漢字をひっくり返せば、法律ということになり、宗教的な法律のことだと私たちは理

解しています。宗教的な厳しいルールのこと。そして、それによって人間が束縛されて、人間はルール

を守れないため、罪に苦しむことになる、とパウロなどは教えています。 

 

しかし、律法のヘブライ語の本当の意味は、「教えを示す」ということです。そしてその根本は、神様

が私たちを愛してくださっているのだから、わたしたちも神様を愛し、隣人を自分と同じように愛しな

さい、ということです。しかし、その、モーセの伝える神様の教えの根拠は、人々に十分伝わらず、実

行する力も与えられていなかった、ということかもしれません。教えが目指しているものは、まだ覆わ

れて、隠されていた、のです。 

 

さて、それでは、イエス様を通して与えられた、「恵み」と「真理」とは、何のことでしょう。 

 

「恵み」については、イギリスの古い洗礼堅信準備の本では「キリストが与える、神様の力であって、

人々を良いものにする」と説明しています。恵みとは、律法に示された教えを、実行する力と理解する

こともできるでしょう。そして、私たちがその恵みを受けるための方法を、イエス様は示されました。

祈りとサクラメントによるものです。その説明は今日はやめましょう。 

 

それでは、「真理」とは何か。辞書を引くと「ほんとうのこと」「まことの道理」と書かれています。し

かしギリシャ語の真理を表わすアレーセイアという言葉の本来の意味は、語源的には「覆われた覆いが

取り除かれてあらわにされたもの」ということです。つまり、旧約では隠されていたことが、イエス様

によって明らかにされたというわけです。そして、この真理は、「救いのために啓示された神のみここ

ろ」、神様の救いの計画の全貌と考えていいものではないでしょうか。 
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神様のみこころをわかりやすく伝えている個所を、聖書から引用するとすれば、「神は、その独り子を

お与えになったほどに、世を愛された。独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためで

ある。」（ヨハネによる福音書３章１６節）ということでしょう。 

 

今日の福音書の１７節「律法はモーセを通して与えられたが、恵みと真理は、イエス・キリストを通し

て与えられた」ということは、今まで隠されていた神様の救いの計画が、イエス様によって、明らかに

された、と言えるでしょう。 

 

１７節はそれぐらいにして、次に行きましょう。 

 

１８節は「いまだかつて、神を見た者はいない。父のふところにいる独り子である神、この方が神を示

されたのである。」と書かれています。前の１７節とも関連があります。 

 

旧約聖書の時代には、覆いによって隠されていて、人間は神様を見ることはできなかったけど、イエス

様が誕生したので、私たちはイエス様を通して、神様が見えるようになった、ということです。 

 

イエス様は、マタイによる福音書の、山の上の説教で次のように言われました。 

マタイ５章８節『心の清い人々は、幸いである、／その人たちは神を見る。』 

 

聖書の歴史は、神を見るための歴史だった、ということが言えるかもしれません。そして、その結果が、

イエス様の誕生につながっているというわけです。 

 

昨日の降誕日の使徒書、ヘブライ人への手紙の冒頭は、このように書き出しています。 

『 1:1 神は、かつて預言者たちによって、多くのかたちで、また多くのしかたで先祖に語られたが、 

 1:2 この終わりの時代には、御子によってわたしたちに語られました。』という言葉です。 

 

アダムとエバが罪を犯して、エデンの園を追放されてから、命の木に至る道は閉ざされました。しかし、

神様は常に人間に向かって、「私はあなたたちを愛している」というメッセージを語り続けて来られま

した。その言葉は多くの預言者たちによって、たくさんの方法で語られたんだ、とヘブライ人への手紙

を書いた著者は言います。 

 

旧約聖書の中で、代表的な人物は、モーセとエリヤでしょう。旧約聖書の全体を表す言葉として、「律

法と預言者」という言い方をします。モーセは神様から律法を授かった人で、イエス様より１３００年

くらい前の時代の人です。そして、預言者エリヤは９００年くらい前の人です。 

 

そして面白いことには、このふたりは、時代こそ違え、イスラエルと西の国エジプトとの間にある、シ

ナイ山、またの名をホレブ山と言いますが、この山に登って神様と会うのです。 

モーセは、エジプトから６０万人の人を引き連れて、シナイ山のふもとまで来ます。そして神様から十

戒を授かるために独りで山に登りました。そして、十戒の板を携えて山を下りるのですが、人々はもう

金の子牛を作ってしまって、モーセは怒って十戒の板を割り砕いてしまいました。 
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そして、モーセは神様に、とても自分は人々を率いて約束の地へ連れて行く力はない。だから神様の栄

光を示してください、と頼みます。ところが、神様は、モーセにご自身の顔は示さず、うしろ姿だけ見

せる、と言われるのです。聖書の個所は省略します。（出エジプト記３３：１８～２３） 

 

それから４００年くらい後、今度はイスラエルで働いていた預言者エリヤが、アハブ王や妃のイゼベル

との対決に疲れて、逃げている時、天使から言われて、シナイ山に登りました。彼も神様の顔を見たか

ったのです。彼は山の上で神様を探しました。しかし、激しい風とか、地震とか、火が山の上で現れる

のですが、神様はそこにはおられず、ただ静かにささやく声が聞えたのでした。（列王記上１９：１～

１８） 

 

モーセもエリヤも、神様を直接見ることはできませんでした。それでも彼らは、その声に励まされて、

次の仕事をするために、山を下ってゆきました。 

 

しかし、ヘブライ人への手紙の著者は、「この終りの時代には、御子によってわたしたちに語られまし

た。」と言っています。これは、うしろ姿とか静かにささやく声ではなく、人間の姿をした赤ちゃんと

して現れたことを示しているのです。この赤ちゃんには、貧しい羊飼いも、外国の占星術の学者も、簡

単に会うことができました。直接目で見ることができたのです。 

 

このことをヨハネによる福音書の著者は、１章１４節で 

『1:14 言は肉となって、わたしたちの間に宿られた。わたしたちはその栄光を見た。それは父の独り

子としての栄光であって、恵みと真理とに満ちていた。』と表現しています。ただ、耳に聞こえる振動

ではなく、手に取れる肉体を持って現れて下さった、ということでしょう。 

 

神様ご自身が、私たちを言葉だけでなく、自分の独り子を私たちにプレゼントして愛を示されたという

ことです。 

 

このヨハネによる福音書の著者は、ヨハネの手紙一のなかで、こんなことを勧めています。 

 

『3:18 子たちよ、言葉や口先だけではなく、行いをもって誠実に愛し合おう。』 

神様が、この終りの時には、私たちへの愛を、うしろ姿や静かにささやく声ではなく、ひとりの赤ちゃ

んとして示されました。 

 

ですから、イエス様が与えられたことを感謝することが大切です。 

 

そして、わたしたちも自分の愛を具体的な形で表し、相手に分かるように誠実に示すものでありたいと

思います。 

 


